
水道事業の安定供給に向けた
水道料金の改定案について
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１.水道事業の現状

（１）施設老朽化の見通し

管路は、布設後、法定耐用年数である４０年を超えた老朽管が全体の１５％以上
を占め、今後１０年の間に、全体の２６％以上となる見通しです。

営業
費用

本
費用

総括
原価

さらに浄水場等に設置してある機械設備に関しては法定耐用年数が１０年である
ものがほとんどであり、老朽化が進み早急な更新が迫られているのが現状です。

布設経過年度分布

40年以上 35年以上 30年以上

20年以上 20年未満 不明

管種別分布

DIP HIVP VP 耐震DIP HPPE

PP 鋼管類 その他 CIP
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（２）料金収入の見通し
本市の水道は、主に一般家庭（口径１３㎜、２０㎜）の利用が多いことから、その料
金収入が収入全体に占める割合も高くなっています。今後は、人口の減少の影響に
より、料金収入が年間約１．３％ずつ減少すると予測されます。１１１１１１１１１１１１１
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○投資計画

中長期計画に基づく水道施設の更新

２.今後の事業計画

○財政計画
更新費用捻出のための企業債借り入れ

現在山県市が保有する資産（水道施設・管路等）に対し、中長期（２０年）に渡る更
新計画を策定しました。また、中長期の更新計画を基に、早急な対応が必要と思わ
れる箇所についてピックアップし、投資計画として試算し、直近５ヵ年計画として策定
しました。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

計画では、耐用年数の短い（約１０年）電気設備等の施設更新と、耐用年数の長い
（約４０年）配水管の更新について、耐用年数×１．５を更新時期と設定し、合わせて
年間約３億円の更新費用を見込んでいます。費用配分については、減価償却費等の
費用バランスを見ながら更新工事を進める予定です。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

上記の更新計画により、年間約３億円の支出が必要となりますが、資金不足が懸
念されます。よって企業債を計画的に借り入れることにより、更新費用捻出を図る予
定であります。具体的には、令和６年度より毎年１億ずつ借り入れをし、令和１２年度
より元金の返済を開始する見込みです。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
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３.水道事業経営の見通し
必要不可欠な支出が増加する反面、料金収入は減少していくため、現状の料金のままで
は、令和４年度以降、当期純利益が赤字に転落してしまうと予測しています。１１１１１１１１１

不足する資金に充当する資金の残高も令和８年度には資金の残高もマイナスとなり、水道
事業経営が成り立たなくなる見通しです。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
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４.水道料金で運営している水道事業
（１）水道料金の設定
水道事業は、独立採算制により運営しています。水道料金の水準は、事業運営に
必要となる営業費用と、安定した給水を持続するための資本費用を合わせた総括原
価が、料金収入の総額と一致するように設定します。１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

営業
費用

資本
費用

総括
原価

水道料金
総額

人件費、修繕費、
減価償却費等

支払利息、
資産維持費等

（総原価） （事業報酬）

（２）料金体系
設定した水道料金は、基本料金と超過料金に区分されます。

『基本料金』 『超過料金』

固定的に係る経費として負担してもらう
料金（水量に関わらず発生する料金）

使用した水量に応じて必要となる経費
として、負担してもらう料金
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（３）改定後の水道料金表

口径 現行 改訂後

φ１３ ミリ ２，０００円 ２，６００円

φ２０ ミリ ３，１００円 ４，０３０円

φ２５ ミリ ４，０６０円 ５，２８０円

φ３０ ミリ ４，５６０円 ５，９３０円

φ４０ ミリ ８，２００円 １０，６６０円

φ５０ ミリ １１，９８０円 １５，５８０円

φ７５ ミリ ２５，２４０円 ３２，８２０円

超過料金 １２０円 １５６円

口径 現行 改訂後

φ１３ ミリ ２，０００円 ３，０００円

φ２０ ミリ ３，１００円 ４，６５０円

φ２５ ミリ ４，０６０円 ６，０９０円

φ３０ ミリ ４，５６０円 ６，８４０円

φ４０ ミリ ８，２００円 １２，３００円

φ５０ ミリ １１，９８０円 １７，９７０円

φ７５ ミリ ２５，２４０円 ３７，８６０円

超過料金 １２０円 １８０円

２ヶ月あたりの基本料金（税抜）３０％ ２ヶ月あたりの基本料金（税抜）５０％



山県市

５.料金改定後の水道事業経営の見通し
今回の収支計画において、収支ギャップを埋め、資金不足を回避するような料金を算定す
ると、令和１１年度までにトータル５０％の値上げが必要であると予測しました。改正時期とし
ては、令和５年度に３０％、令和８・１１年度に１０％ずつの値上げを予定しております。１１１１
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6.最後に

本案は、令和２年度に策定した水道事業経営戦略を基に
作成しております。

経営戦略については、お客様ニーズや社会状況の変化
等を踏まえ、３～５年を目処に修正を行っていく予定であり
ます。具体的には毎年の決算を基に修正を行い、経営状
況に沿った計画となるよう検証を重ねていく予定です。１１１

つきましては、本案にて設定させていただいた数値（時期
や改正率等）については、慎重に議論を重ね、経営戦略の
見直しと共に再設定させていただければと考えております。

経営戦略は“水道事業の安定供給”が策定の本旨であり、
今後についても事業の安定供給に努めて参りますので、皆
様のご理解とご協力をお願い申し上げます。１１１１１１１１


